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    Further notes on a new species Mycobacterium terrae (1-4) have been provided based on 

the observations of 93 strains. In the following description, the percentage in parentheses 

indicates the percentage of strains showing the positive reaction in each described character. 

   Origin : Isolated from soil by mouse body passage method (isolated from mouse organs 

after intraperitoneal inoculation of alkali-treated and neutralized soil samples to mice). 

   Morphological : Acid-fast rods or short rods  ; mycelium not formed ; branch not formed  ; 

cord not formed ; non-motile. Colonial morphology : White or creamy, wet, smooth colonies on 

Sauton agar and on egg  media  ; nonphotochromogenic. 

   Growth rate : Slow ; growth at 7 to 10 days on egg media and growth at 10 to 14 days on 

Sauton agar (9 strains obtained directly from soil grew faster and showed a stronger 2-week-

arylsulfatase). Nitrate not reduced (29% of strains showed a positive reaction after a few 

minutes). Three-day-arylsulfatase : Negative (0%). Two-week-arylsulfatase : Positive (80%). 

   Salicylate degradation : Negative (0%). PAS degradation : Negative (0%). 

   Amidases : No amidase activity was found in all strains in respect to acetamidase, benza-

midase, urease, isonicotinamidase, nicotinamidase, pyrazinamidase, salicylamidase, allantoinase, 

succinamidase and malonamidase  (0%). 

   Growth on Ogawa egg medium containing  0.2% Na-PAS : Positive (96%). Growth on 

Ogawa egg medium containing 0.25  mg./m/.  NH2OH•HC1  : Positive (100%). Growth on Sauton 

agar containing  0.  1% picric acid : Variable (40%). Growth on Sauton agar containing 0.2% 

picric  acid  : Negative (1%). Growth on Ogawa egg medium containing  0.1% sodium salicylate  
: Positive (100%). Niacin : Negative (0%). 

   Growth at  28°C and 37°C (100%), but no growth at 45°C (2%). Utilization of organic acids 

as sole carbon source for growth : Acetate (76%) and pyruvate (61%) utilized ; others, citrate, 

succinate, malate, benzoate, malonate and fumarate not utilized (0%). 

   Utilization of carbohydrates as sole carbon source for growth : Propanol utilized only 

occasionaly (28%) ; glucose, mannose, galactose, arabinose, xylose, rhamnose, trehalose,
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raffinose,inositol,mannito1
,sorbito1,fructose,sucrose,ethaれ01,proPyleneglyco1,1,3-,2,3-

and1,4-butyleneglycolsnotutilized(0%).

Noacidformedfromglucose
,mannose,galactose,arabinose,xylose,rhamnose,ra伍n◎se,

trehalose,inositol,mannitolandsorbito1(0%).

Utilizationofnitrogencompoundsassi搬ultaneousnitroge簸andcarbonsourceforgrowth

:Onlyレglutamatewasutilizedbyafewstrains(5%);レserine,glucosamine,acetamide,

benzamide,monoethanolamineandtrimethylenediaminenotutilized(0%)｡

Utilizationofnitrogencompoundsassolenitrogensourceforgrowth:レGlutamateutilized

byallstrains(100%);レserineutilizedusually(60%);レmethioninenotutilized

aceta血idenotutilizedusually(16%);ureautilized(94%);pyrazinamideutilized

isonicotinamideutilized(85%);nicotinamideutilized(79%);succinamideutilized

nxtrateutilizedusually(60%);be礁zamideand難itritenotutilized(0%).

Virulenceformice:Whenobservedfromtheviablenumberinlungs

mtravenousin㏄ulation,slightlyormoderatelyvirulentformiceandlessvirule獄t

avium.Virulenceforwhiteleghorn(chickens):notvirulent.

ル〔ycobacteri#m診8γ γσ8seemedtobedividedintosubgroupsaccordingtotheir

utilizationofcarbohydratesinthepresenceofammo漁iacalnitrogen｡F三ftystrains

(13%);

(79%);

(81%);

andspleenafter

thanM.

patterRof

utilized

acetateandpyruvateanddidnetutilizeothercarbohydrates.Ninestrainsutilizedonlyacetate.

Onestrainutilizedonlysuccinate.Twostrainsutilizedacetateandpropanol ,andeightstrains

utilizedacetate,pyruvateandpropanol.SixteenstraiRsutilizedonlypropanol.Sevenstrains

utilizednoneofthecarbOhydratestestedexceptforglycero1 .Thus,750fthe93strainscould

bedividedintotwosubtypes;oneutilizingacetateandpyruvateoracetateand59strains

belongedtothistype;anotherutilizingonlypropanoland16strainsbelongedtothistype.

Only10strainsutilizedtwoorallofacetate,pyruvateandpropano1.

東 村(道)は1960年 に 土壌 か ら分 離 保 存 中 の 抗酸 菌

の 性 状 を 検 討 しつ つ あ る 中 に,10株 の 発 育 の 遅 いnon-

photochromogenic抗 酸菌 を新 菌 種 と考 え て1965年 に

記 載 した1}e`は じ め こ の 菌 種 をMycebacteriumnen-

ckromogentcumと 仮 称 した が ,groupIIInonPhotoch・

romogensと の 混 同 を 避 け るた め,後e:Mycobacterium

terraeと 命 名 し,holotypestrainをNationalCollec・

tionofTypeCultures,London,に 送 つ た(NCTC

10424)2)s》｡M.terraeの 命 名 の 由 来 は ,文 字 通 り,そ の

分 離 源 が 土壌 で あ る こ とに よ る｡一 方わ れ わ れ は 土 壌 か

ら発 育 の 遅 い 抗 酸菌 を分 離 す る こ とが比 較 的 困 難 な 原 因

は,発 育 の速 い 抗酸 菌 や 比 較 的 アル カ リや 酸 に 抵 抗 の 強

いfungiに よるovergrowingで あ る と 考 え ,発 育 の

遅 い抗 酸 菌 を選 択 的 に 分 離 す る方 法 を 考 案 した｡す なわ

ち発 育 の遅 い 抗 酸 菌 は マ ウス体 内 で長 期 間 生 存す る事 実

を 利 用 し,マ ウス 体 内 に よる選 択 法 で 多 数 の発 育 の 遅 い

nonphotochromogensを 分 離 した ｡こ れ らのnonphoto・

chromogensの 大 部 分 はM.terraeと 同定 され た4》
｡M.

terraeは 本研 究 の第1報5)で 示 したnumericalclassifi .

cationで も,oneclusterを 形 成 し,一 応 新 し いspecies

と考 え られ た｡本 報 では そ の 後 分 離 同定 し た 菌 株 を 加

え,93株 のM='terraeに つ い て 得 られ た 知 見 を記 載 す

る0

1966年,米 国 のWayne6)は わ れ わ れ とは 全 く別 個 に

一 群 のnenphetochromogensを 分 離 し て新 菌 種 と考 え
,

同 じ くM・terraeと 命 名 した｡わ れ わ れ はDr.Wayne

か ら3株 を譲 り受 け てそ の 性 状 を 調 べ た が,偶 然 に もわ

れ われ のM.terraeと 同一・一一"-t菌種 と考 え られ た｡

実 験 方 法

被 検 株93株 で,う ち9株 は1960年 に 直 接 土 壌 か ら

分 離 し保 存 した もの,81株 は1965年 に マ ウ ス通 過 法`》

で 土 壌 よ り分 離 され た もの,3株 は1966年Dr.L.G.

Wayne(VeteransAdministration ,SanFernando,

Califomia,U・S・A・)か ら分 与 され た もの で あ る｡い ず

れ も既 報5)の 項 目につ い て性 状 を調 べ,asmallschedule

-numericalclassificationでover-allsimilarityに ょ

り同定 した｡

実 験 成 績

93株 について得 られ た性状を概括す れ ば 次 の ごとく

な る｡す なわ ち以下に記 載 す るのはtypestrainの 性
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状 では な く,M・terraeの 一 般 的 性 状 で あ る◎ ま た()

内に示 す%は93株 中 で各 性 状 につ い て 「陽 性 反 応 」 を

与 え る菌 株 数 の%で あ る｡

形態:抗 酸 性 桿 状 菌 な い し短 桿 状 菌 で,菌 糸 お よび 分

枝 を示 さ ない｡c｡rd形 成 も示 さ な い｡

集落 形 態:白 色 な い し ク リー ム 色 の湿 潤 平 滑 な集 落 を,

卵 培地 お よびSauton寒 天 上 に 作 る｡nonphotochromo-

genic.発 育 が 遅 発 育 性 で,Sauton寒 天 上 では10～14

日,卵 培 地 上 で は7～10日 で 発 育 す る｡た だ し1960年

の01disolatesは 概 し て発 育 が 速 い｡

硝酸 還 元 陰 性(た だ し29%の 菌 株 は遅 延 反 応 を 示 す｡

す なわ ちnitriteを 証 明す る試 薬 を 加 え,数 分 後 に は じ

めて発 色 す る 反 応 を 示 す)｡Catalase陽 性(100%)｡

Peroxidase陰 性(0%)｡Niacin陰 性(0%)｡Arylsu1-

fatase3日 反 応 陰 性(0%)｡Arylsulfatase2週 反 応 陽

性(80%)｡Salicylate分 解 陰性(O%)｡PAS分 解 陰 性

(0%)｡Amidases・ 次 の10種 のamidasesは す べ て 陰

性(0%)oAcetamidase,benzamidase,urease,iso-

nicotinamidase,nicotinamidase,pyrazinamidase,

salicylamidase,allantoinase,succinamidase,malon・

amidase.

全株 が250μ9/mlNH20H-HCIに 耐 性(1%小 川 培

地)｡96%の 株 がO.2%Na-PAS--1%o小 川 培 地 に 発 育

す る｡全 株 が0.1%Na-salicylate-1%o小 川 培 地 に 発

育 す る｡

Sauton寒 天 培 地 でO.1%picricacidに 耐 性 の 株 は40

%｡0.2%picricacid耐 性 の 株 は1株 の み(約1%)｡

発 育 温度:28｡Cお よび37℃ に 発 育 す る(100%);

45℃ には 発 育 しな い(2%)｡

有 機 酸 の単 一C源 と して の 発 育 へ の利 用｡Acetateお

よびpyruvateは 大 部 分 の菌 株 に よ り利 用 され る(お の

お の76%,61%)｡他 のcitrate,succinate,malate,

benzoate,malonate,fumarateは 利 用 され な い(0%◇

た だ し1株 がsuccinateを 利 用 す る)｡

炭 水 化 物 の 単一C源 とし て の発 育へ の利 用｡91ycero1

が 全株 に よ りpropan◎1が28%の 菌 株 に よつ て 利 用 さ

れ るほ か はす ぺ て 利 用 され な い◇ す なわ ち次 の化 合 物 は

利 用 され な い｡91ucose,fructose,sucrose,mannose,

galactose,arabinose,xy1◎se.rhamnose,ra伍nose,

inositol,mannitol,sorbit◎1,ethan◎1,propylene

glyco1,1,3-,1,4一 お よび2,3-butyleneglycols(%)｡

N化 合 物 の 同 時 単 一N,C源 と して の発 育 へ の利 用｡

L-glutamateが5株(約5%)に よつ ての み 利 用 され

るほか は,L-serine,gl・ucosamine--HC1,acetamide,

benzamide,monoethanolamine,trimethylenediamine

の いず れ も利 用 され な い(O%e)｡

N化 合 物 の 単 一N源 と して の 発 育へ の 利 用｡次 の化 合

物 は大 部 分 の菌 株 に よ り利 用 され る:L-glutamate(100

45

%);L-serine(60%);urea(94%);pyrazinamide

(79%);isonicotinamide(85%);nicotinamide(79

%);succinamide(81%);nitrate(60%)｡一 方,次

の 化 合物 は利 用 され な い:L-methionine(13%);ace-

tamide(16%);benzamide(0%);nitrite(0%)｡

Virulence・miceに 対 す るvirulenceに つ い ては 既

報7)し た｡中 等 度 な い し軽度 のvirulenceが あ るがM・

aviumよ り弱 い｡ニ ワ トリに 対 す るvirulenceは な く,

この 点M.aviumと 異 な る｡す な わ ち10mg湿 菌 量 を

体 重1・5gのWhiteLeghornに 筋 注 し た 後,3週 後

に 肺,脾,肝 の 生 菌 数 を 調 ぺ る と,M・avium(A71,

Kirchberg,4121,獣 疫,Sheard)は 肺,脾,肝,と く

に 脾 に は 必ず 生 菌 が証 明 で き た が,M・terrae(1711,

1712,1723,1724,1807)注 射 群 で は,肺,脾,肝 の い

ず れ に も生菌 を証 明 で き なか つ た｡ま た 脾 重 もM.avium

注 射群 で5.40土O.82gで あ つ た の に 対 して,.M.terrae

注 射群 で は4・30土O・769で あ つ た｡臓 器 の 肉 眼 的 病 変

は 両群 と も明 らか で な か つ た｡

な おM・terraeは 少 数 の 炭 水 化 物 しか 発 育 に 利 用 しな

い こ と上 述 の とお りで あ るが,一 般 に(1)acetateお

よびpyruvateを 利 用 して,propanolを 利 用 しな い 群

と,(2)propanolを 利 用 してacetateお よびpyruvate

を 利 用 しな い群 が あ る ご と く思 わ れ る｡し か し3者 と も

利 用す る ものお よび い ず れ も利 用 しな い もの もあ る｡炭

水 化 物 の 中 で単 一・C源 として 発 育 に 利 用 され た もの は,

glycero1が 全 株 に 利 用 され た ほ か は,acetate,pyru-

vate,propanol(お よび 例 外 的 に1株 だ け に よ りsucci-

nate)だ け で あ つ て,単 一C源 利 用 のpatternに よつ

て 区 分 す る と次 の ご と くで あ る｡

(i)acetateとpyruvateを 利 用 す る もの:50株｡

(ii)acetateの み 利 用 す る もの:9株｡

(iii)propano1の み 利 用 す る もの:16株(Wayneの

W-45お よびW-511は これ に 入 つ た)｡

(iv)acetate,pyruvate,propanolの3者 を 利 用 す

る もの:8株(WayneのW-523は これ に 入 つ た)｡

(v)acetateとpropanolを 利 用 す る もの=2株 ◎

(vi)い ず れ のC源 も利 用 し な い もの(glycero1の み

利 用):7株｡

考 察

Mycobacteriumterraeの 同 定 は,上 述 の 性 状 との 総

体 的 類 似 性 に よ るべ き で あ る が,他 の抗 酸 菌 との鑑 別 を

考 え る と,次 の 性 状 が重 要 で あ る と思 わ れ る:(1)発

育 の遅 いnonphotochrom◎9ens;(2)硝 酸還 元 陰 性;

(3)2週arylsulfatase陽 性(た だ し20%は 陰 性);

(4)発 育 温 度 が37℃ ま で で,45℃ に 発 育 し な い;

(5)0.2%PAS耐 性;(6)0.1%salicylate耐 性;

(7)0・25mg/mlのNH20H-HCI耐 性(大 部 分 は0｡5
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mg,mlに も耐 性);(8)Bδnickeの10種 のamida$e

が す べ て陰 性;(9)glycero1以 外 の炭 水 化 物 で 単 一C

源 と して 利用 され る のは,acetate,pyruvate,propanol

に 限 る,glucoseは 利用 され な い;(10)単 一N源 と し

てurea,pyrazinamide,nicotinamide,succinamide

の2以 上 を利 用 す る｡な お 人 体 由 来 の 「病 源 性 」non一

ρhot㏄hromogensと の 区 別 に は,91utamateをN源 と

して の10種 炭 水 化 物 の利 用patternが 有用 で あ るB)｡

他 の 遅 発 育 性 抗 酸菌 との鑑 別 は 次 の ご と くで あ る｡

(1)M.tuberculosisお よびM.bovis:0.2%PAS

培 地,O.1%salicylate培 地,0.25mg/mlNH20H培

地 に 発 育 しな い｡2週arylsulfatase(ary1)陰 性,ace-

tate,pyruvate,prepanolをC源 として 利 用 しな い,

urea(U),pyrazinamide(P),isonicotinamide(1),

nicotinamide(N),L-serine(S)を 単一N源 として 利 用

しな い｡

(2)M.kansasii9):通 常R型 集 落 で,O.2%PAS培

地 お よび0｡25mg/mlNH20H培 地 に発 育 しな い｡glucose

を単 一一C源 として 利 用 す る｡硝 酸 還元 陽 性｡ureaseお

よびnicotinamidase陽 性｡U,P,1,Nを 単 一N源 と

して利 用 しな い か,し て も1つ だ け で あ る｡acetateお

よびpyruvateを 単一一C源 とし て 利 用 し な い｡光 発 色

性｡

(3)Mmarinumlo):R型 集 落 が 多 く,硝 酸 還 元 陽

性ourease陽 性｡acetate,pyruvate,propanolを 単 一

C源 と して利 用 し ない｡

(4)M.aviumn):最 もM・terraeと 類 似 し,あ る

もの で は区 別 が 困難 であ る｡定 型 的 なM.aviumは45

℃ に発 育 し,2週ary1陰 性 で,nicotinamidaseお よ

びpyrazinamidase陽 性 で あ る｡

(5)M.microti:025mg/mlNH20H培 地 お よび

O.2%PAS培 地 に発 育 しな い｡Sauton培 地 に も発 育 し

に くい｡

(6)scotochromogens(M・aquae):「 病 源 性」scoto・

chromogensは 一 つ のspeciesを 作 る と考 え られ るが,

M.terraeと 類 似 して い る6)12》｡scotochromogensは 集

落 が 燈 色 に 着 色 し,し ば しば0・25mg/mlNH20H培 地

に 発 育 せ ず,glucoseを 単 一C源 とし て利 用 す る もの が

多 い｡urease陽 性 の も の が あ る｡ま た0｡1%picric

acid耐 性 の もの は ほ とん どな い｡

(7)「 病 源 性 」nonphotochromogens:あ る もの は

45℃ に 発 育 し,nicotinamidaseお よびpyrazinamidase

陽 性 の 点 で 異 な る が,あ る ものは 区 別 が 困 難 で あ る｡し

か し大 部 分は91ucoseを 単 一C源 と して 利 用 す る｡

既 報2)3)5)し た ご と くM.terrae,M.avium,scotochro-

mogensお よびnonphotochromogens(後2者 は,い わ

ゆ る 「病 源 性」 の もの)は お の お のがsubclustersを 作

る とは い え,と もに 合 して 大 きいclusterをnumerica1
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classificationで 作 り,互 い に 近縁 関 係 に あ る こ とを示

して い る｡M.terraeは は じめ は1960年 に 分 離 した株

を 用 い て,M.aviumと 区 別 され るsubclusterを 作 る

と思 わ れ た が5),そ の後M.terraeを 多 数 分 離 して 性 状

を 調 ぺ る間 に,M.aviumと され て い た菌 株 との 区 別が

は な は だ 困 難 とな つ て き た｡M.aviumで も定 型 的 な株

は上 述 の ご と くM.terraeと 区 別 され るが,従 来M.

aviumと され た 株 に も37℃ ま で しか 発 育 しな い株 もあ

り,ま たamidaseを 全 く欠 く もの もあ るll》｡一 ・方M.

terraeに も2週ary1陰 性 の もの が あ つ て,こ れ らの

両者 の 区別 は は な は だ 困難 とな つ た｡し てみ る とこ の両

者 は 同一speciesで あ る可 能 性 も で て く る｡た とえば

M.terraeはM.aviumの1essvirulentな 菌 株 で あ るか

も しれ な い｡換 言 す れ ばM・terraeの 中 で比 較 的 ニ ワ ト

リに 毒 力 の強 い ものが,ニ ワ トリに 感 染 を起 こ してい る

の か も しれ な い｡と もか くM.terraeとM.aviumの

類 似 性 は きわ め て 注 目す べ き問 題 で,さ らに 多数 のM.

terraeを 探 し求 め る間 に,M・aviumと 一 致 す る菌 株 が

土 中 か ら得 られ る の では あ る まい か｡

他 の 問 題 点 は,1960年 に 分 離 したoldis◎latesと

1965年 に マ ウ ス通 過 法 で 分 離 したnewisolatesと が

若 干 性 状 を異 にす る こ とで あ る｡す な わ ち前 者 は 発 育 が

速 く,一 般 に2週arylsulfataseが 強 い｡ま たL-91u-

tamateを 単一NC源 と して 利 用 す る もの もあ る｡現 在

の と ころわ れ わ れ がnumericalclassificationの 立 場 に

立 つ 以 上,こ の両 群 のS-valueは95%以 上 で,同 一一

speClesと 認 め るほ か は な い｡し か し将 来
,種 々の 性状

が さ らに 明 らか に され れ ば,あ るい は 両 群 が 分 割 され る

こ とに な るか もしれ な い｡

総 括

Mycobacteriumterraeの 性 状 を ,93株 の成 績 に 基づ

い て 記載 した｡M・terraeとM・aviumの 類 似 性 は 注 目

す べ き こ とで,M・aviumの 起 源 はM・terraeに 求 め る

べ きか もしれ ない｡次 の 菌 株 がtypestrainsと して保

存 され てい る｡

No.317=NCTC10424=ATCC19530 .

No.1711=ATCC19531=Lausanne1898 .

No.1721=ATCC19532.

N◎.1731=ATCC19533｡
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